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【講演要旨】
我々の身体は30数兆個の多種多様な細胞で構成されている。しかしながら分化した細胞集団について

その「大きさ」に着目してみると、集団ごとに固有のサイズ分布を示すことが多い。一方で、周囲の環
境や栄養状態、あるいは刺激に応答する過程で細胞は大きくなり、さらにまた元に戻る例も数多く知ら
れている。これらの事実は、「細胞は自身の大きさを恒常的に保ち、必要に応じて別の定常状態に遷移
することも可能な調節機構を持つ」ということを示している。ではその制御の実体は何か？それは果た
して遺伝子レベルで記述できるものであろうか？本演者はこの疑問に答えるために特別な遺伝子スク
リーニング法を考案し、サイズ調節に異常のある細胞クローンを多数分離することに成功した。その原
因遺伝子を探ったところ、細胞増殖因子や受容体、癌化に関連する転写因子やシグナル伝達分子などの
他、細胞内物質輸送や代謝調節など細胞活動の維持に関わる様々なものが含まれていた。
その中で特に注目した機能未知のある遺伝子は、過剰発現させると細胞を大きくし、反対に発現を阻

害すると細胞が小さくなり一部で細胞死を誘導することが分かった。またこの遺伝子産物は、ヒストン
やミトコンドリアたんぱく質をコードする特定のmRNAの翻訳促進を通じて、タンパク質合成を正に制
御することを見出した。実際にこの遺伝子を過剰発現する細胞ではミトコンドリア機能が亢進し、ATP
が過剰に生産されていることが判明した。この遺伝子の持つこれらの特性は、トランスジェニックマウ
スを使った解析によりin vivo でも発揮されることが確認された。
以上の結果から考えられる細胞サイズの調節におけるミトコンドリアの役割と、そこから見えてくる

生命現象について考察を加えたい。
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